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◆ 森林ボランティア登録者数等の増加
自主的に森林づくりや地域の緑化活動に参加する森林ボランティアの登録者

数は増加してきており，森林ボランティアが活動を通じて学んだことが県民に
広がり，県民参加の森林づくりにつながってきています。

○ 森林ボランティア登録者数
２，２８１人（Ｒ元年度）→２，５９４人（Ｒ５年度）

(2) 森林（もり）をまもりそだてる整備事業
良好な森林環境を創出し，将来にわたって県民が森林の恩恵を享受することがで

きる多様で健全な森林を育成するため，スギ・ヒノキ人工林の再造林・間伐等の森
林整備，里山林等における雑木竹林の伐採整理や倒伏のおそれのある枯損木等の伐
倒・除去などを支援しました。

① 事業実績（令和２～５年度）

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量

未来につなぐ森林（もり）づくり 人工林伐採跡地における再造林

推進事業 等への支援 面 積 １３，０７３ha

鳥獣被害防止施設設置への支援 延 長 ３１７km

間伐等への支援 面 積 １，５３２ha

間伐機械等の整備への支援 助 成 １７件

作業路網等の整備への支援 延 長 ２９９km

里山林等保全管理促進事業 雑木竹林の伐採整理等への支援 面 積 ２３ha

マツへの薬剤の樹幹注入への支 本 数 １，４７９本

援

枯損木等の伐倒・除去への支援 材 積 ４，６７４㎥

地域住民が共同して行う里山林

整備(下草刈等)への支援 箇 所 ３３箇所

森林被害に対する保全対策への

支援 箇 所 ３箇所

【人工林伐採跡地の再造林】 【計画的な間伐の実施】 【作業路網の整備】













１ 本県の森林・林業の現状

(1) 森林資源
本県の森林面積は，約59万haで県土の65％を占めており，全国11位，九州１位と

なっています。また，民有林面積は約44万haで，そのうち約43％は人工林が占めて
います。森林資源の蓄積量は，全体で約１億６千万㎥，民有林が１億２千万㎥とな
っています。

また，県内民有林のスギ・ヒノキ人工林の面積及び蓄積量を林齢別にみると，51
～55年生をピークとした山型となっており，そのうち間伐の対象となる16～45年生
の森林は全体の約２割を占めており，今後，その割合は減少する見込みです。

一方，建築用材等として利用可能な31年生以上の森林は，全体の約９割を占めて
おり，今後もその割合は増加する見込みです。

【森林面積】 【森林蓄積】
総面積：594,184ha（県土の65％） 総蓄積：161,879千㎥

（令和５年４月１日現在）
資料：令和５年度県森林・林業統計

【スギ・ヒノキ人工林の林齢別面積（民有林）】

（令和５年４月１日現在）
資料：令和５年度県森林・林業統計

国有林

154,294 

(26.0)

民有林

439,890  

(74.0)

その他

34,835

(7.9)

天然林

73,193 

(47.4)

その他

4,975

(3.2)

人工林

190,252 

(43.2)

天然林

214,803

(48.8)

人工林

76,126

(49.3)

総 数

594,184ha

国有林

42,598 

(26.3)

民有林

119,281 

(73.7)

針葉樹

25,519 

(59.9)

広葉樹

17,079 

(40.1)

針葉樹

88,337 

(74.1)

広葉樹

30,944 

(25.9)

総 数

161,879千m3

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

スギ

ヒノキ

（ha）

間伐対象面積
１８％

利用可能面積
３１年生以上９４％

（林 齢）

スギ・ヒノキ約１８万ｈａ

（
面

積
）

資料－1



(2) 森林の整備
本県のスギ・ヒノキ人工林は本格的な利用期を迎えており，木材需要の増加に伴

い，人工林の伐採面積は年々増加しています。再造林率面積も順調に増加している
ものの，令和４年度時点で再造林率は６割程度となっています。

【人工林伐採面積と再造林面積の推移（民有林）】

資料：森林経営課

(3) 木材の需要量・供給量
令和４年度の木材需要量は252万㎥で，その内訳は一般用材（製材用，合板用）が

46％，チップ用が34％，木質バイオマス発電施設の燃料用が19％となっています。
木材供給量の内訳は，県産材が55％，県外移入材が19％，外材が26％となっており，
外材のほとんどはチップ材として輸入されています。

【本県における木材需要量の推移】

資料：令和５年度県森林・林業統計
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【本県における木材供給量の推移】

資料：令和５年度県森林・林業統計

(4) 県産材の生産量
森林資源の充実や木材需要量の増加に伴い，県産材生産量は増加傾向にあり，令

和４年度は138万７千㎥となっています。用途別生産割合は，65％が一般用材（製材
用，合板用），７％がチップ，26％が燃料材となっています。

【県産材生産量の推移（用途別）】

資料：県森林・林業統計
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２ 森林の有する多面的かつ公益的機能

(1) 森林の有する多面的機能

我が国の森林は，水源涵養，山地災害防止，生物多様性保全，木材生産などの
かん

多面的機能を通じて，国民生活・国民経済に貢献しています。

(2) 国民が森林に期待する役割
森林の有する多面的機能に対する国民のニーズも多様化してきており，なかでも，

地球温暖化防止や山地災害防止に対する期待が高くなっています。

【森林に期待する役割の変遷】

資料：令和５年度森林及び林業の動向

令和６年度森林及び林業施策

資料－4
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３ 他府県の導入状況

森林整備にかかる地方公共団体の超過課税の導入状況

個人 法人

岩手県 いわての森林づくり県民税 H18.4 H17.12 1,000円/年 均等割額の10%増

宮城県 みやぎ環境税 H23.4 H22.3 1,200円/年 均等割額の10%増

秋田県 秋田県水と緑の森づくり税 H20.4 H19.11 800円/年 均等割額の8%増

山形県 やまがた緑環境税 H19.4 H18.12 1,000円/年 均等割額の10%増

福島県 福島県森林環境税 H18.4 H17.3 1,000円/年 均等割額の10%増

茨城県 森林湖沼環境税 H20.4 H19.12 1,000円/年 均等割額の10%増

栃木県 とちぎの元気な森づくり県民税 H20.4 H19.6 700円/年 均等割額の7%増

群馬県 ぐんま緑の県民税 H26.4 H25.3 700円/年 均等割額の7%増

神奈川県 水源環境保全税 H19.4 H17.10 均等割：300円/年※ なし

富山県 水と緑の森づくり税 H19.4 H18.6 500円/年 均等割額の5～12.5%増

石川県 いしかわ森林環境税 H19.4 H18.12 500円/年 均等割額の5%増

山梨県 森林及び環境保全に係る県民税 H24.4 H23.10 500円/年 均等割額の5%増

長野県 長野県森林づくり県民税 H20.4 H19.12 500円/年 均等割額の5%増

岐阜県 清流の国ぎふ森林・環境税 H24.4 H23.12 1,000円/年 均等割額の10%増

静岡県 森林（もり）づくり県民税 H18.4 H17.12 400円/年 均等割額の5%増

愛知県 あいち森と緑づくり税 H21.4 H20.3 500円/年 均等割額の5%増

三重県 みえ森と緑の県民税 H26.4 H25.3 1,000円/年 均等割額の10%増

滋賀県 琵琶湖森林づくり県民税 H18.4 H17.6 800円/年 均等割額の11%増

京都府 豊かな森を育てる府民税 H28.4 H27.12 600円/年 なし

大阪府 森林環境税 H28.4 H27.10 300円/年 なし

兵庫県 県民緑税 H18.4 H17.3 800円/年 均等割額の10%増

奈良県 奈良県森林環境税 H18.4 H17.3 500円/年 均等割額の5%増

和歌山県 紀の国森づくり税 H19.4 H17.12 500円/年 均等割額の5%増

鳥取県 豊かな森づくり協働税 H17.4 H16.3 500円/年 均等割額の5%増

島根県 水と緑の森づくり税 H17.4 H16.12 500円/年 均等割額の5%増

岡山県 おかやま森づくり県民税 H16.4 H15.11 500円/年 均等割額の5%増

広島県 ひろしまの森づくり県民税 H19.4 H18.12 500円/年 均等割額の5%増

山口県 やまぐち森林づくり県民税 H17.4 H17.3 500円/年 均等割額の5%増

愛媛県 森林環境税 H17.4 H16.12 700円/年 均等割額の7%増

高知県 森林環境税 H15.4 H15.2 500円/年 500円/年

福岡県 福岡県森林環境税 H20.4 H18.12 500円/年 均等割額の5%増

佐賀県 佐賀県森林環境税 H20.4 H19.12 500円/年 均等割額の5%増

長崎県 ながさき森林環境税 H19.4 H18.12 500円/年 均等割額の5%増

熊本県 熊本県水とみどりの森づくり税 H17.4 H17.3 500円/年 均等割額の5%増

大分県 大分県森林環境税 H18.4 H17.3 500円/年 均等割額の5%増

宮崎県 森林環境税 H18.4 H18.3 500円/年 均等割額の5%増

鹿児島県 みんなの森づくり県民税 H17.4 H16.6 500円/年 均等割額の5%増

※超過課税を導入した府県の多くは５年間の措置としているが、全ての導入県において期限到来時に延長を行っている。

※神奈川県は、県民税の均等割に加えて所得割への上乗せ（0.025％）を実施している。

※各県からの聞取りにより林野庁が作成した資料を基に作成。

※富山県は、資本金等の額に応じて定額で課税。
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超過課税（府県民税等均等割）の税率


